
　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

輝
か
し
い
新
春
を
、
健
や
か
に
お
迎
え
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
、
農
業
委
員
会
の

業
務
に
お
い
て
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
猛
威
を
振
る
っ
た
台
風
15
号
を

始
め
と
す
る
、
多
く
の
自
然
災
害
が
発
生
し
、

農
作
物
や
農
業
施
設
な
ど
に
甚
大
な
被
害
が

あ
り
、
新
た
な
作
付
け
等
に
備
え
、
多
く
の

方
が
災
害
復
旧
に
労
を
要
し
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。
今
年
は
、
災
害
が
無
く
、
農
作
物
が

豊
作
で
あ
る
こ
と
を
、お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
新
た
に
迎
え
た
２
０
２
０
年
は
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開

催
さ
れ
る
年
で
す
。
海
外
か
ら
多
く
の
人
々

が
、観
戦
に
訪
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
、日
本
の
食
を
支
え
る
、

国
産
の
農
畜
産
物
の
素
晴
ら
し
さ
を
世
界
に
示
す
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
り

ま
す
。
我
々
が
生
産
し
た
農
畜
産
物
が
、
多
く
の
海
外
の
方
々
に
提
供

さ
れ
日
本
な
ら
で
は
の
味
わ
い
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
。
ま
さ
に
、

『
お
・
も
・
て
・
な
・
し
』
の
心
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
匝
瑳
市
農
業
委
員
会
で

は
、
農
地
に
関
す
る
審
議
は
も
と
よ
り
、
今
ま
で
以
上
に
農
地
の
利
用

集
積
や
遊
休
農
地
の
解
消
を
図
る
と
共
に
、
新
規
就
農
の
推
進
や
支
援

に
つ
い
て
の
活
動
を
重
点
的
に
行
い
、「
農
地
利
用
の
最
適
化
」
に
邁

進
し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

地
域
に
育
ま
れ
た
、
か
け
が
え
の
な
い
農
地
を
守
り
、
未
来
の
世
代

へ
引
き
継
ぐ
た
め
、
29
名
の
委
員
が
一
丸
と
な
り
業
務
を
行
っ
て
参
り

ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
匝
瑳
市
に
お
け
る
農
業
の
益
々
の
発
展
と
皆
様
の
ご
健

勝
と
ご
繁
栄
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

がんばる 若き後継者がんばる 若き後継者

新年のごあいさつ
匝瑳市農業委員会

会長 伊藤　栄治

地元での会社勤めを経て、親元で就農して５年。
両親の指導を受けながらイチゴを栽培。
現在は自分が主体となり、イチゴのほかにも
ブロッコリーなどの露地野菜も栽培。
「多くの人に食べてもらえるよう、規模拡大し、
法人化していきたい。」と今後の抱負を語る
川口正樹さん（平木地区）です。
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地区名 農業委員 推進委員

中央 椎名　　寛 鎌形　　豊

豊栄

布施　陽子

布施　利雄布施　行雄

大木　武一

須賀 林　喜太郎 山﨑　幸治

匝瑳
石田　利之

江波戸和男
渡邉　弘仁

豊和 髙品　文敬 寺本　利幸

吉田 鈴木　　茂 秋山　菊次

飯高 佐藤　正剛 並木　昭男

共興 伊藤　栄治 塚本　繁雄

平和
金杉　勝城

石橋　　誠
太田　憲一

椿海
小林須美子

木原　正勝
安藤　幸春

野田 穴澤　久男 伊藤　輝夫

栄 及川　正義 加瀬　安男

（地区内は議席順）

※詳細については農業委員会事務局までお問い合わせください。
☎73-0090

農業委員・農地利用最適化推進委員
　

農
地
を
売
り
買
い
（
貸
し
借
り
）
す
る
場
合
や
、
農
地

以
外
（
住
宅
・
駐
車
場
・
農
業
用
施
設
な
ど
）
に
転
用
す

る
場
合
は
許
可
申
請
ま
た
は
届
け
出
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

許可申請が
必要な場合

届け出が
必要な場合

こんなとき
は、

こん

農
業
委
員
会
へ

相
談
を

農
業
委
員
会
へ

相
談
を

・
農
地
を
買
い
（
売
り
）
た
い

・
農
地
を
借
り
（
貸
し
）
た
い

・
農
地
を
農
地
以
外
に
転
用
し
た
い

・
農
地
の
賃
貸
借
（
使
用
貸
借
）
を

　
解
約
し
た

・
相
続
で
農
地
を
取
得
し
た

◆
農
地
の
売
り
買
い
（
貸
し
借
り
）

・
農
地
法
に
よ
る
許
可
申
請

　

毎
月
16
日
〜
25
日

・
農
用
地
利
用
集
積
に
よ
る
申
し
込
み

　

随
時

◆
農
地
の
転
用

　

毎
月
21
日
〜
25
日

◆
各
種
届
け
出

　

随
時

各
種
手
続
き
の
受
付
日

込
み



ブ
ロ
ッ
ク
別
農
業
委
員
・

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

合
同
研
修
会

ブ
ロ
ッ
ク
別
農
業
委
員
・

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

合
同
研
修
会

第
14
回
そ
う
さ
農
業
ま
つ
り

第
14
回
そ
う
さ
農
業
ま
つ
り

千
葉
県
女
性
農
業
委
員
等

ブ
ロ
ッ
ク
別
研
修
会

千
葉
県
女
性
農
業
委
員
等

ブ
ロ
ッ
ク
別
研
修
会

　

海
匝
・
山
武
地
区
の
農
業
委
員
・
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
合
同
研
修
会

が
、
10
月
24
日
に
東
金
市
の
東
金
文
化

会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
農
地
法
と
農
業
委

員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
使

命
に
つ
い
て
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
策

定
、
農
地
中
間
管
理
事
業
等
に
つ
い
て

の
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

11
月
10
日
、
そ
う
さ
記
念
公
園
な
ど

を
会
場
と
し
た
農
業
ま
つ
り
に
参
加
し
、

農
業
者
年
金
に
つ
い
て
の
Ｐ
Ｒ
や
米
消

費
拡
大
推
進
の
た
め
、
地
元
匝
瑳
市
産

の
お
米
を
抽
選
に
よ
り
無
料
配
布
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
同
会
場
に
て
、
新
規
就
農
者

の
金
城
ハ
ル
子
さ
ん
（
須
賀
地
区
）
に

農
業
委
員
会
か
ら
激
励
の
た
め
の
記
念

品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

金
城
さ
ん
は
平
成
29
年
に
、
農
業
を

始
め
て
三
年
目
。
ネ
ギ
を
生
産
・
出
荷

し
、
農
業
経
営
に
精
力
的
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

11
月
26
日
、
千
葉
市
の
青
葉
の
森
公

園
芸
術
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

農
地
中
間
管
理
事
業
や
、
人
・
農
地

プ
ラ
ン
の
実
質
化
に
関
す
る
基
調
報
告
、

県
内
の
新
規
就
農
者
の
事
例
報
告
、
農

地
利
用
最
適
化
へ
の
取
組
に
関
す
る
講

演
に
よ
り
、
農
業
委
員
会
の
業
務
を
推

進
す
る
上
で
有
意
義
な
も
の
と
な
り
ま

し
た
。

　

農
地
に
雑
草
雑
木
が
繁
茂
す
る
こ
と

で
、
害
虫
の
発
生
や
有
害
獣
の
住
処
と

な
っ
た
り
、
ご
み
の
不
法
投
棄
の
原
因

と
な
る
可
能
性
が
あ
り
、
周
辺
農
地
の

営
農
に
支
障
を
及
ぼ
す
こ
と
と
な
り
ま

す
。
農
地
所
有
者
は
、
自
分
の
農
地
は

責
任
を
持
っ
て
管
理
し
て
く
だ
さ
い
。

　

農
地
法
で
は
、「
農
地
に
つ
い
て
所

有
権
ま
た
は
賃
借
権
そ
の
他
の
使
用
及

び
収
益
を
目
的
と
す
る
権
利
を
有
す
る

も
の
は
、
当
該
農
地
の
農
業
上
の
適
正

か
つ
効
率
的
な
利
用
を
確
保
す
る
よ
う

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

海
匝
・
山
武
地

区
の
女
性
農
業
委

員
等
の
研
修
会
が
、

11
月
22
日
に
旭
市
の
大
原
幽
学
記
念
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
主
体
の
研
修
会
で
海
匝
農
業
事

務
所
職
員
を
講
師
に
迎
え
、
農
地
転
用

の
審
査
基
準
に
つ
い
て
の
研
修
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
研
修
後
に
、
各
市
町
村
の
実

情
・
課
題
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

経
営
力
強
化
・
農
地
集
積
促
進

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

経
営
力
強
化
・
農
地
集
積
促
進

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

▲農業委員・農地利用最適化推進委
員が見守る中、伊藤会長から記念
品を受け取る金城ハル子さん

▲２回行われた抽選会は長蛇の列で
大盛況

農
業
委
員
会

活
動

農
業
委
員
会

活
動

農
地
の
適
正
な
管
理
を

お
願
い
し
ま
す



全
国
農
業
新
聞
を

　
購
読
し
ま
せ
ん
か

　

規
模
を
拡
大
し
た
い
担
い
手
に
貸
し

付
け
る
農
業
振
興
地
域
内
の
農
地
を
探

し
て
い
ま
す
。
農
業
か
ら
の
リ
タ
イ
ア

を
考
え
て
い
る
、
相
続
し
た
農
地
の
管

理
に
困
っ
て
い
る
、
水
田
を
や
め
て
畑

に
専
念
し
、
高
収
益
作
物
等
へ
転
換
す

る
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
貸
し
た
い
農

地
が
あ
る
方
は
、
農
地
の
あ
る
市
町
村

又
は
、
公
益
社
団
法
人
千
葉
県
園
芸
協

会
（
農
地
中
間
管
理
機
構
（
以
下
機

構
））
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
機
構
が

農
地
の
受
け
手
を
探
し
ま
す
。
ま
た
、

賃
料
の
徴
収
、
支
払
い
は
機
構
が
行
い

ま
す
。

　

希
望
す
る
受
け
手
が
い
る
場
合
も
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

地
域
の
農
地
の
一
定
割
合
を
機
構
に

貸
す
場
合
や
、
個
人
が
一
定
の
要
件
を

満
た
す
場
合
、
協
力
金
の
交
付
が
受
け

ら
れ
ま
す
（
別
途
市
町
村
に
申
請
が
必

要
）。

　

詳
細
は
匝
瑳
市
産
業
振
興
課
農
政
班

（
☎
７
３‐

０
０
８
９
）
ま
た
は
、（
公

社
）
千
葉
県
園
芸
協

会
農
地
部
（
☎
０
４

３‐

２
２
３‐

３
０

１
１
）
ま
で
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
と
は
、

農
業
経
営
者
の
高
齢
化
や
後
継
者

不
足
、
増
加
が
見
込
ま
れ
る
耕
作

放
棄
地
な
ど
の
問
題
を
解
決
す
る

た
め
、
地
域
農
業
の
将
来
の
在
り

方
を
農
家
の
皆
さ
ん
自
身
が
話
し

合
い
、
決
め
て
い
く
未
来
の
設
計

図
で
す
。

　

現
状
は
、
匝
瑳
市
全
体
を
一
つ

の
地
区
と
し
て
全
体
計
画
を
作
成

し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
、

さ
ら
に
、
地
区
ご
と
に
、
離
農
の

意
向
の
あ
る
方
の
農
地
を
だ
れ
が

担
う
の
か
、
ど
の
よ
う
な
営
農
形

態
を
目
指
す
の
か
な
ど
の
詳
細
な

計
画
を
、
協
議
の
進
む
地
区
か
ら

作
成
す
る
取
組
を
始
め
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
今
後
、
農
業
者
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
そ
の
後
に
、

市
内
を
何
ブ
ロ
ッ
ク
か
に
分
け

て
、
農
業
者
の
協
議
に
よ
り
計

画
を
作
成
す
る
予
定
と
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
推
進
に
は
、
市
、
農
業
委

員
会
の
ほ
か
、
関
係
団
体
が
一
体

と
な
っ
て
、
地
域
に
合
っ
た
支
援

体
制
を
と
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
組
は
、
耕
作
放
棄

地
の
拡
大
を
食
い
止
め
、
地
域
農

業
の
維
持
・
発
展
を
目
指
し
、
ひ

い
て
は
、
地
産
地
消
の
推
進
、
食

料
自
給
率
の
向
上
、
持
続
可
能
な

社
会
の
形
成
な
ど
、
地
域
全
体
の

活
性
化
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　

次
の
３
つ
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す

方
が
加
入
で
き
ま
す
。

①
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方

②
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者

（
保
険
料
納
付
免
除
者
を
除
く
）

③
年
間
の
農
業
従
事
日
数
が
60
日
以

上
の
方

◆
自
ら
積
み
立
て
た
保
険
料
と
そ
の
運

用
収
入
に
よ
り
年
金
受
給
額
が
決
ま

り
ま
す
。

◆
保
険
料
は
自
由
に
選
択
で
き
ま
す
。

（
月
額
２
万
〜
６
万
７
千
円
の
間
で

千
円
単
位
）

◆
80
歳
ま
で
の
保
障
が
つ
い
た
終
身
年

金
で
す
。

◆
税
制
面
で
大
き
な
優
遇

・
年
金
加
入
者

　

支
払
っ
た
保
険
料
は
、
全
額
が
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
所
得

税
・
住
民
税
の
節
税
に
な
り
ま
す
。

（
支
払
っ
た
保
険
料
の
15
％
〜
30
％

程
度
の
額
が
節
税
）

・
年
金
受
給
者

　

農
業
者
年
金
を
受
給
し
た
時
に
は
、

公
的
年
金
等
控
除
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

農
業
者
年
金
の
ご
相
談
に
つ
い
て

は
、
農
業
委
員
会
事
務
局
（
☎
７
３

‐

０
０
９
０
）
ま
た
は
農
業
者
年
金

基
金
（
☎
０
３‐

３
５
０
２‐

３
９

４
２
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

全
国
農
業
新
聞
は
、

農
家
の
た
め
に
農
業
経

営
や
暮
ら
し
の
情
報
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

　

毎
週
金
曜
日
発
行

　

購
読
料
月
額
７
０
０
円

　
　
　
　
　
　
（
送
料
、
税
込
）

　

購
読
の
申
し
込
み
は
農
業
委
員
会
事

務
局
で
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

　

見
本
紙
を
見
て
み
た

い
方
は
全
国
農
業
新
聞

（
新
聞
業
務
部
）☎
０
３

‐

６
９
１
０‐

１
１
３
０

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

農業者年金に加入して
安心で豊かな老後を
農業者年金に加入して
安心で豊かな老後を
農業者年金に加入して
安心で豊かな老後を

千
葉
県
農
地
中
間
管
理
機
構

農
地
の
出
し
手
を

募
集
中
で
す

ポ
イ
ン
ト

今年度から、人・農地プランの実質化を推進しています


